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講師 神谷和孝 (名誉会長)
田口義之 (会長 )

山口哲晶 (副会長 )
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  日 次

矢掛本陣石井家ニ (1):

(5):

茶 日 山 城 跡 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 ― 一 (3):

吉 備 真 備 公 園 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 ― (5):

下道氏の

銅壺 (下道囲勝母の骨蔵器 ) (6):

福武家住 (7):

大 通 寺 庭 園 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ―

=丁

~~~~~―

(7):

小迫大塚古                    (P)i
橋本荒神塚古墳                  (7):

備 陽 史 探 訪 の 会 事 務 局

0720福 山市多治米町 5-19-8

8(0849)53-6157

ス タ

ー

ジ ュ

ー

ル

8時 45分福山発―一-9時 45分矢掛本陣 (10時 45分発 )

1時茶臼山城跡 (12時発)-12時 15分吉備真備公園 (昼食

13時 5分下道氏墓(13時 15分発)-13時半小迫大塚古墳(14

時15分 )一-14時 45分橋本荒神塚古墳 (15時 15分発

E               ,       17時福山着解散



目指定重要文化財 (建造勃

lH矢掛本陣石井家住宅 11繰
主屋 。座敷 。御成門・裏門 :内倉・茜倉・

米倉・酒倉・絞り場 。期陽 :中間・隠居所

番所・洗場・風呂場 。鎮守社・家相図‐枚

執 316,398ば

昭和44年 6月 20日指定

昭In58年 6月 2日追加指定

所在地 矢掛町矢掛3079
所有者 石井祥二郎  `

石井家は江戸時代初期頃からこの地に居を構え:中期以後は、代々虚屋を務めるととも

に本陣職を務めた旧家で、元禄頭からは酒造業を営んでいた。   .:

屋敷は旧山陽道に面し、間口約20間 (36.4m)、 敷地面積約959坪 (3164r)で、本陣関係、

主屋関係、酒造関係に区別され、この町第一の規模である。        ・

本陣は御成門を設け、座敷は上段の形式をとり、武家屋敷としての書院造りに町家の趣

きを取り入れ、その時代の建築としては威儀正しい構えである。       |

生屋関係は間取りは複雑で、中側を通り土間として、片側に部屋を配してぃる。

酒造関係は米倉:洒倉、絞り場、麹屋と並びt造 り酒屋の雰囲気をとどめている:

裏門は長屋門の形式をとり、安永 3年 (1706)、 備中西江原藩森家の陣屋を移築tた もの

である。

ヽ現在の建物は、江戸時代中期から明治時代初期にか1サて建替えられたものである。■

石リト家住宅は規模が大きく、建築の質も優れ、附属屋に至るまでよく保存されており、

主要街道の本陣としては類例も:き わめて少なくこ価値が高く貴重なものである。‐  t

■ 1‐



旧矢掛沐陣石井家住宅平面コ

(矢lFI町教育委員会作成)
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薪誓 Eヨ LL現茂登ホ (矢掛町東三成)      .

毛利元就の 4男元清はt天正 3年 (1575)備中三村氏の滅亡後、庄氏の旧

城だらた猿掛城に入り、庄氏の遺跡を継承し、在名を取らて「穫田」 (ほ

いだ)氏を名乗らた:しかし、元清は、天正 10年 (1582)の備中高松合戦

が終わり、世の中が平穏になって来ると、高峻な山城である猿掛城を嫌い

東三成に新に新城を築いた、これが別名中山城と呼ばれた茶臼山城である

茶自山城は、山陽道に面した標高 114メ ー トルの低丘陵上に築かれた

山城で、山上部だけでなく、南麓にも「土居」を始め、桝型、内堀などの

諸施設を整備 し、城郭史の中で戦国山城から近世の平山城に移る過渡期の

山城として注目すべき山城の一つである
`

(史料)毛利輝元知行充行状

備中猿懸要害事預進之候 就夫於彼国五千貫之地事進置候 全御知行肝要候

猶福原出羽守 ,日羽下野守申候 乃二行如件

天正三年一二月下八日

四郎殿 (毛利元清)

右馬頭輝元 (花押)

(史料2)在所注文「一所七〇〇貫草壁村、一所三五〇貫山田領家分

一所三五〇貫同所地頭分、一所二五〇貫東三成、下所二五〇貫西三成

下所一五〇貫宇那江村t一所二〇〇貫江良村t二所七五貫中島村
二所二〇貫水砂村t一所七〇〇貫二万郷、一所二〇0貫本堀村、

一所二〇〇貫小林村、一所一八貫大蔵村、二所四五貫連島、一所三〇〇貫

妹村tr所一〇〇〇貫八田庄 以上 天正三年一二月18日 (連判)」
(史料3)毛利輝元書状

就今度猿懸城替普請、御上国数日御逗留御苦労之故t頓相調之由元清申越候

誠御入魂之至畏入候、尚使者任口上候之間不能三二候、恐 謹々言

(天正三カ)五月二二日 右馬頭輝元(花押)
湯浅治部太輔殿

(萩藩閥閲録より)     ｀

二3T
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町指定重要文化財(史跡)

吉備公ゆかりの地 昭In48年 4月 11日指定 |

所在地 矢掛町東三成3868他
管理者 吉備保光会

東三成藤之棚瓦谷にt屋敷跡とみられる二塁に甲まれ|「だんのうち」と呼ばれるキ地男=
あり、このあたりから奈良時代と推定される瓦片が出土してぃる。    ―

ここは、吉備公館址と称され、下道氏の館があったと伝えられているが、ここに下道氏

葛所を祀る寺院があっ

たとする瓦谷廃寺跡説

もある。

現在、吉備大臣宮と

して祭記されている。

国指定重要文化財 (史跡

下 道 氏 の 基 大正12年 3月 7日指定

所在地 矢掛町東三成3803-4他
管理者 矢 掛 町

元禄12年 (1699)に東三成地内の丘

陵地から吉備真備公の祖母を入葬に

した鋼製骨蔵器が発見され、この地が

下道氏の墳墓であることが判FJlした。

その後、この墳墓から墓誌破片、

納骨器、祭器等が発掘された。

火葬を採用してから、二定の敷地

を定めて一族の人々を埋葬する今日

の墓地形式が、奈良時代前期から始

まったことを示す貴重なものである。

二も■―



国指定重要文化財 (工芸考古)

銅   壺  1日 昭和31年 6月 28日指定

所在地 矢掛町東三成1344
所有者 囲 勝 寺

鋼壺は、身の回径21cln、 高さ15.8cln、 厚み0.6calt重 さ4.96k9。 蓋の径24.7cm、 高さ8`8an、

厚み0_臨、重さ2167519。

元禄12年 (1699)、 東三成地内の丘陵地 (現、下道氏の墓)か ら発掘された。

鋼壺の蓋の外圏に、「以和銅元年歳次戊申十T月十七日己西成」、内日に、「銘下道囲勝弟

囲依朝臣右二人母夫人之骨蔵器故知後人明不可移破」と刻んであるも

この銘文により、吉備真備の父である下道囲勝の母を火葬にして埋葬したものであるこ

と力゙判明した。

吉備真備の祖母を火葬にしたのは、日本において、人葬が始まってから間もな〈のこと

であり、当時の下道氏の勢力を示すとともに、当時の火葬による埋葬の仕方を知ることの

できる貴重なものである。                     .

二ろ■



町指定重要文化財 (建造物 )

福 武 家 住 宅 3棟

主屋、長屋門も湯殿及び厠

昭千n63年 9月 19日指定

所在地 矢掛町横谷1319
所有者 福`武 豊郎    

‐

大庄屋の遺構として、広さ4,

5 00nfの敷地面積をもつ豪壮な

屋敷であるげ . :

福武家は、戦国時代:毛利の

武将対.5守元重を祖とし、天保

年間(1830～ 1844)に 大庄屋にな

り、世襲した旧家である。

主屋の建築年代は、正保年間(1644～ 1648)も しくは、元禄年間(1688～ 1704)と いわれ、

安政年間(1854～ 186011=、 茅葺きから瓦葺きに葺き替えられたと伝えられているし

備中地区の大E20中では最上級の屋敷構えと建築物で、内部間取りは「五問流れ」で、
上段の間が設けられており、前 。中・奥の二つの土間も珍しい。

長屋門糠t天採年商あ建築で、ホ饉‐自壁‐下見輌要などが格調高く、県下でも最高級
のものである。              

´

町指定重要文化財(名勝)

大 通 寺 庭 園 昭和田年11月 30日指定

所在地 矢掛町小林1815
所有者 大 通 寺

約 2.000Jの 石組中心の池泉観

賞式庭園。

第19世鉄春1寺代、矢樹性の中西

源兵衛が寛政 5年 (1793)か ら文化

10年 (1813)に かけて築庭した庭園

で、本堂、書院裏に南画し、高峰

山を背景にし、三尊須弥山石組を

中心に集団石組を構成し、力強い

景観となり、全体として絵画的意

匠で、大きな蹴勁感があり、11戸ロキ代率園として,風格をFえ ている。
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☆ 毎 戸 遺 跡  (小臨 矢掛町木字浅海字毎戸)

①矢掛町の西約 3X●にあり、遺跡の南側を旧山陽道が東西にはしる

②堀立柱建物三棟のほかに、溝、柱穴列、土墳等が検出される

③土師器・須恵器・軒丸瓦,円面硯・鉄釘などが出土|

‐ 土墳Iの付近から外底部に『馬』の線刻がある土師慕盤が出土

Q辱を付属施設とする:山隅道の [象家]である可能性が色議い

⑤奈良時代～平安時代が中心

メご雀妻戸ゴ境蔵t竜 賃 (小田郡矢掛町大字浅海字毎戸 )

①山陽道の北側にある径約30■の円墳で埴輸が存在している

口 橋 本 ■ 5号 墳   〔荒 神 塚 古 墳 〕 (小瑯 矢掛町里山田)

①径151の 円墳         ‐

②両袖式の横穴式石室 (石室全長7。 5■・ 玄室長5.96■・幅1:8ん 2■・高さ2.4■)

③岡山県でも数例しかない『 石相』を持つ

二》ニ



F

デマ響生ロヨLL翼産靖卜 (小田警矢轟町由江)

①墳丘の築成はなく。自然の高みを利用しただけで溝によるわずかな区画施設を■部
持つだけの弥生時代後鶏の墓地

②標高70●・ 比

=5ぃ
の小丘頂部に位壼し30基の妻境と灰=炭

・豪 0土器を含む隅丸方形の
ビツト鷲 が検出される

③墓壊は北・ 中央・南の各群に分かれ,中央群は墓壊が大きくこの一角にのみ特殊壺・
特殊器台を伴う。南郡はビットょり特殊器台の祖形を検出

芋岡山遺跡の土墳基の配置

□ 小 ユ菫 大 塚 古 墳  (小田郡矢掛町南山田) 
｀ _

①一辺22～ 27Bの方墳、二段築成で幅 7ん 8口の周溝を残す

②両袖式の横穴式石室で全長 10。6E,玄室長6.45■ ,幅 2.5● 0高さ2.L
羨道長4。 15■0幅1.97n

③後期としては最大の方墳で石材は整美な積み方

■9■
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神
社
の
分
社
と
し
て
創
建
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
、
東
川
面
の
妙
覚
寺

（現
四
王
寺
）
が
僧
弘
雅
に
よ
り
中
興
開
基
さ
れ
る

難」職は議漱献路ぅ官断超誡鵬設一薇、矢掛障量の長量「建造さ「る

矢
晏
の
専
教
寺
が
僧
順
永
に
よ
り
創
建
さ
れ
る

一

西
三
成
の
矢
掛
暉
量
が
新
築
落
成
す
る

（倉
贅
代
官
の
出
張
時
の
住
居
と
な
る
）

水
谷
左
京
亮
検
地
が
す
べ
て
の
矢
掛
地
方
の
村
で
実
施
さ
れ
る

東
三
威
行
部
の
八
幡
官
の
梵
鐘

（町
指
定
の
文
化
財
）
が
鋳
造
さ
れ
る

小
田
川
高
瀬
舟
の
船
株
が
幕
府
代
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

矢
掛
陣
星
が
倉
敷
代
官
所
に
代
わ
っ
て
備
中
天
領
の
代
官
の
本
拠
と
な
る

（ｔ
一
六
人
六
年

ま
で
）

（倉
敷
が
庭
瀬
藩
主
久
世
氏
領
と
な
っ
た
た
め
）

こ
の
年
矢
掛
宿
で
は
街
道
の
北
側
に
九
二
軒
、
南
■
に
一
０
二
軒
の
家
が
立
ち
並
ぶ

（矢
掛

町
絵
口
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

西
三
成
の
矢
掛
陣
里
が
幕
府
か
ら
庭
瀬
藩
に
引
き
渡
さ
れ
る

（矢
掛
な
ど
が
天
領
か
ら
庭
瀬

藩
領
と
な
っ
た
た
め
）
　
　
　
　
　
・

江
良
の
責
市
電
沖
社
が
建
立
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
・

西
川
面
の
蓬
華
寺
が
建
立
さ
れ
る

矢
掛
付
・
里
山
田
村
・
東
三
成
村
・
小
林
村
が
天
領
か
ら
筵
瀬
藩
松
平
Ｅ
道
領
二
変
わ
る

″
　
　
　
　
″　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
が
天
領
に
変
わ
る
　
　
　
　
一

瑾
瀬
藩
矢
晏
義
倉
講
が
結
成
さ
れ
る

石
井
家
本
障
の
屋
根
瓦
を
新
調
す
る

（瀬
崎
卯
〓
郎
が
瓦
を
作
る
）

天
保
の
大
飢
饉
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
の
こ
ろ
、
矢
替
地
方
で
も
飢
饉
が
続
く

中
村
江
本
の
講
中
五
三
名
が
村
の
治
安
維
持
０
「
申
合
せ
書
」
を
作
る

建
瀬
事
主
坂
倉
勝
全
が
村
々
を
巡
梶
し
、
東
〓
威
土
井
山
で
猪
狩
り
を
す
る

庭
輌
藩
の
矢
掛

″義
倉
″
が
西
三
成
の
矢
掛
諄
屋
書
に
建
て
ら
れ
る

宇
た
入
嬌
宮
へ
の
最
後
の
幸
幣
睫
が
矢
掛
宿
を
■
行
す
る
　
　
　
　
　
　
　
一

徳
川
層
喜
が
大
蔵
事
選
し
江
戸
幕
府
が
誠
亡
す
る

ニ
ケ
条
の
御
誓
文
を
■
■
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
・

五
種
の
高
れ
が
小
林
村
な
ど
の
各
村
々
の
高
札
場
に
持
示
〓
れ
る

浅
海
・
奥
山
田
な
ど
旧
一
嬌
蕃
領
の
村
々
は
含
敷
県
に
編
成
さ
れ
る

矢
掛
に
郵
使
取
扱
所
が
崎
設
さ
れ
る

（ 廃嬌
用
「
が
一
一
さ
れ
政
一
村
・
小
一
一
な
ど
版
倉
家
庭
瀬
藩
一
の
村
々
は
集
む
県
と
な
る

含
畿
県
・
磨
瀬
県
が
発
止
さ
れ
、
矢
掛
地
方
の
村
が
す
べ
て
深
津
県
に
入
社

（十
一
月
）

崚疇‥こ県赫醸理姓れど酔割課が級か一、矢掛地方の村がすべ
・てこれに属す

小
田
鷹
が
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
、
矢
掛
地
方
が
円
山
幕
と
な
る

地
租
改
正
が
小
田
部
で
始
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
一

矢
晏
の
旧
山
陽
遭
の
道
端
二
電
信
注
が
初
め
て
立
て
ら
れ
る

工
良
の
西
方
浣
出
身
の
動
王
僣
良
基
が
高
野
山
で
浚
す
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文
明
　
十
八

長
事
　
　
一苑

二
十
二

永
禄
　
　
一万六入

十
二

元
亀
　
　
ニ

天
正
　
　
一π二三十

十

一

十
二
十
五

文
禄
　
　
四

慶
長
　
　
二四五

天 永
文 正

明 延
応 徳

ノうこ
ff

7E 入 七 二 元   七 二 三

応
年
の
乱
〓
こ
ろ

雪
舟
が
遺
明
船
二
便
乗
し
て
中
国
に
渡
る

こ
の
こ
ろ
、
東
三
度
の
捧
澤
寺
の
仏
画
、
輌
本
著
色
地
菫
書
藤
像
図
が
か
か
れ
る

備
前
長
船
の
刀
工
が
横
谷
の
井
谷
で
鍛
刀
す
る

（軍
菫
打
）

引
き
続
い
て
長
船
の
カ
エ
が
横
谷
で
鑽
刀
す
る

（
こ
の
刀
は
徳
川
家
康
の
愛
刀
と
な
り
、
現
在
日
光
東
照
官
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
）

守
護
代
、
庄
元
資
が
守
護
細
川
膀
久
に
下
蔵
上
の
反
乱
を
起
こ
す

（翌
年
、
鎮
定
さ
れ
る
）

上
高
末
の
人
幡
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う

下
高
末
の
諏
訪
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う

こ
の
こ
ろ
、
横
谷
の
洞
松
寺
の
石
造
宝
着
印
塔
が
作
ら
れ
る

（
こ
れ
は
庄
元
資
の
墓
と
伝
え

ら
れ
る
）

こ
の
こ
ろ
、
里
山
田
の
長
泉
寺
を
高
草
石
見
入
道
が
割
建
す

庄
為
資
が
籠
中
松
山
城
主
、
上
野
頼
氏
を
攻
め
減
ば
し
、
猿
掛
城
か
ら
松
山
城

（高
梁
）
に

本
拠
を
移
す

矢
掛
の
多
閲
寺
が
西
三
威
奥
迫
か
ら
現
在
の
地
に
移
る

矢
掛
の
瑞
雲
寺
が
僧
禅
庵
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
る

猿
掛
合
戦
が
行
わ
れ
る

（毛
利
元
就
・
三
村
家
親
の
軍
が
猿
掛
城
を
攻
め
、
庄
為
贅
の
軍
と

城
下
で
激
戦
し
講
和
）

小
日
の
禅
源
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う

里
山
田
と
中
白
江
と
の
間
に
水
論
が
起
こ
ろ

（片
山
家
文
書
）

こ
の
こ
ろ
、
現
存
の
小
日
寺
観
音
堂
が
建
立
さ
れ
る
　
　
　
・

小
田
神
戸
山
城
主
小
田
乗
清
が
走
出
薬
師
院
へ
梵
鐘
を
寄
違
す
る

毛
利
元
清
・
三
村
元
親
の
軍
が
Ｌ
高
資
を
松
山
城
に
攻
め
減
ぼ
す

（Ｅ
高
資
の
首
は
、
東
三
度
の
禅
応
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
）

〓
町
椰
府
の
機
亡
′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

小
日
の
金
籠
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う

毛
利
元
清

（元
就
の
子
）
が
賦
掛
城
主
と
な
り
、
毛
利
氏
に
よ
る
備
中
の
直
接
支
配
始
ま
る

備
中
高
松
城
水
攻
め
で
毛
利
輝
元
が
猿
掛
城
を
本
暉
と
す
る

毛
利
元
清
が
鎮
掛
城
か
ら
東
三
成
の
茶
臼
山
城
に
移
る

毛
利
元
清
の
長
男
官
鶴
九
が
茶
日
山
城
で
病
死
し
、
潤
松
寺
に
葬
ら
れ
る

豊
臣
秀
吉
が
島
津
征
伐
に
向
か
う
途
中
茶
日
山
城
に
立
ち
寄
る

小
日
の
小
日
孫
兵
衝
が
毛
利
輝
元
の
命
に
よ
り
、
安
芸
目
小
日
へ
移
封
さ
れ
る

（小
田
氏
ｔ
七
代
三
二
〇
年
間
住
ん
だ
小
日
つ
地
を
去
る
）

毛
利
元
清
は
芸
州
桜
尾
城
で
没
す
　
　
　
　
　
　
・

毛
利
検
地
が
矢
掛
地
方
で
始
ま
る

（
こ
の
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
実
施
）

自
ヶ
康
の
職
の
結
果
、
毛
利
氏
が
備
中
か
ら
退
く

横
谷
の
妙
泉
寺
が
花
房
志
撃
守

（猿
掛
城
の
最
後
の
城
主
）
に
よ
ヶ
鶴
建
さ
れ
る

小
堀
新
助
検
地

（古
検
）
が
矢
掛
地
方
で
実
施
さ
れ
る

徳
川
家
層
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る

（江
戸
幕
府
の
成
立
）

こ
の
こ
ろ
一
山
陽
道
の
一
里
嫁
が
作
ら
れ
る

（東
三
威
川
原
谷
・
矢
掛
東
町
・
決
海
●
戸
の

三
か
所
に
作
ら
れ
る
）

花
房
志
摩
守
検
地
が
横
谷
村
で
実
施
さ
れ
る

（元
和
六
年
ま
で
各
村
で
実
施
）

茶
日
山
域
が
嘩
城
と
な
る

（元
和
一
日
一
城
令
に
よ
る
）

石
井
家
が
胡
町
の
現
在
地
の
一
角
に
、
初
め
て
家
屋
を
建
て
る
　
　
　
　
　
　
ヽ

０
」
の
年
、
古
市
力、
ら
石
井
家
な
ど
数
軒
が
矢
掛
の
町
に
移
転
し
て
き
た
と
い
う
）
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七
七
〇
七
五
九
四

八

一
八

五
一

九
四

九
五
四
九
三

一
〇
大
入

二

八
〇
八
五

一
二
０
五

一
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一一一一一一
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三
五
三
六

四
〇
六
九

一
四

四

〇

四

二

四

人
一  九
^ 
七

朝

貢 蕎蒙 暮

二  元 四  四

弘 延  宝
仁 暦  亀

十
九 三 六 元

嘉
祥
　
　
四

寛
平
　
　
六

天
層

・

入

正
磨
　
　
四

（北一卸̈
永
享
喜
吉

文
安

ロ

鷲
　̈一

応
永
　
十
九

建  元
武  弘

十

五

道
鏡

が
下
野

口

に
流

さ

れ

る
と
と
も

に
、
吉

備
真

備

も

す
べ

て

の
官

職

を
退

く

吉

儀

真
機

（
八
十

一
畿

）
死

す

平

安

京

に
■

都

す

る

賀
費
僚
静
が
茜
国
に
騒
選
中
、
小
林
の
僧
部
の
車
庵
に
数
年
逗
留
し
ヽ
ま
た
撃
遊
に
で
て
、

“̈
一̈糧］いない囃餓縦難雌”』̈
Ｆは崚」最載」鳩”凝な』たという

警
原
道
■
の
意
見
に
よ
り
遺
唐
使
を
廃
止
す
る
　
ヽ

小
日
郡
の
都
司
の
大
領

（長
官
）
に
小
田
豊
郷
が
任
せ
ら
れ
る

宇
角
の
人
幡
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
い
，

こ
の
こ
ろ
、　
″小
日
の
波
し
“
が
大
江
嘉
言
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る

「
有
明
の
月
に
夜
ふ
か
く
出
ぬ
れ
ば
小
日
の
渡
り
に
罹
ぞ
鳴
な
る
」

「
や
か
ザ
一
（密
影
）
の
地
名
が
和
歌

（藤
原
量
衡
の
歌
）
に
初
め
て
議
ま
れ
る

（
‘夏
ぐ
れ
ば
や
か
ザ
の
淵
の
凍
し
き
に
行
ざ
か
ふ
人
は
過
が
て
に
す
る
し

諄
平
合
職
が
始
ま
る

塩
０
浦
の
戦
で
平
氏
が
重
亡
す
る

澤
頼
朝
が
守
疑
・
地
頭
を
お
く

（鎌
會
帯
府
の
実
質
上
の
成
立
）

庄
家
長
が
猥
掛
山
二
土
塁
を
築
く
（〓
掛
城
の
は
じ
ま
り
）

こ
の
こ
ろ
、
東
三
成
の
書
澤
寺
の
仏
薔
、
輌
本
著
色
愛
染
明
王
象
国
が
作
ら
れ
る

（二
鎮
）

こ
の
こ
ろ
、
本
電
の
常
光
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
が
作
ら
れ
る

こ
の
こ
ろ
、
１、
日
の
小
田
寺
の
木
造
十
一
面
千
手
観
音
立
像
が
作
ら
れ
る

こ
の
こ
ろ
、
矢
掛
の
慢
音
寺
の
本
造
十
一
面
籠
音
立
像
が
作
ら
れ
る

篠
掛
薯
の
二
七
”
は
召
〓
Ｌ
ι
て
螢
上
山
に
至
る

書
倉
幕
府
が
■
亡
す
る

費
掛
城
の
Ｌ
氏
、
足
利
尊
氏
に
呼
ら
し
て
建
武
政
府
に
反
旗
を
調
す
　
・

後
晨
■
天
皇
が
吉
野
山
に
■
幸
、
足
囀
尊
氏
¨
■
武
式
目
を
“
定

こ
の
こ
ろ
、
東
三
度
の
棒
澤
キ
の
木
造
仁
王
鰊
が
っ
く
ら
れ
る

小
日
の
円
融
寺
が
饉
建
さ
れ
た
と
い
う

地
頭
の
小
松
秀
清
が
小
日
に
入
部
し
、
神
戸
山
城
を
築
い
て
居
と
す
る

（そ
の
子
康
清
の
と

ぎ
小
田
氏
と
改
姓
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

柱肺難』だ鰈輔嬌肺」籠餞颯霧わ頂卸ｒ
（長嬌編「」い辞わ一
ハるこのころから一

書
が
宿
場
と
し
て
発
達
）　
　
　
　
　
　
　
　
一

歌
人
、
正
徴
が
小
日
で
生
ま
れ

，る

（
一
四
五
九
年
一
没
す
）

齋
北
囀
０
合
一
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
・

こ
の
こ
ろ
、
西
川
面
城
之
内
に
大
豪
族
の
住
居
が
造
ら
れ
る

喜
山
諄
師
が
魔
氏
の
援
助
で
横
谷
に
曹
潤
宗
０
渥
松
寺
を
建
立
す
る

（潤
松
寺
は
そ
の
後
、
籠
申
守
護
代
、・
養
掛
城
主
■
民
の
書
彙
寺
と
し
て
栄
え
る
Ｙ

僣
良
掬
が
小
林
に
曹
潤
宗
の
大
通
寺
を
建
て
る
　
一

僣
知
饉
が
羽
無
に
■
潤
宗
０
吉
祥
寺
を
建
て
る
　
・

羽
暑
の
吉
偉
津
神
社
が
封
建
さ
れ
た
と
い
う
　
　
一

庄
資
冬
が
潤
松
寺
に
日
地
を
害
進
す
る

〈以
後
二
０
■
■
０
田
地
浩
券
、
九
菫
が
潤
松
寺
に

あ
る
）



矢 掛 町 史 年 表

`原代 :  時
代
1丁 代

|=昇

奈 良 時 代

天  平  文  化 1 自 鳳  文  化 1飛鳥文化1 古 颯 文 イヒ

きびのまきび 吉備真備           ′

"■
イお (持統9～宝亀6)奈良時代の政治家,学

者.出生地:ュ.父の下遭固勝は備中出身だが,母η揚貴

氏は大和国宇智郡の豪族出身であるところから藤原京で

あったと考えられる,父祖の出身地である備中国下道郡

(現吉備郡真備町周辺)と の結びつきは強く,766年 (天

平神護 2)右大臣と備中国下道都大領を兼ねている。こ

れより先,717年 (養老元)遣唐留学生として,Ъ2年

(天平勝宝 4)遺唐副使ヒして. 2度にわたり入唐。唐

文fヒの輸入につとめ、その知識を政治に反映させてい

る。最初の追唐留学生として派遣された時は足かけ18年

間唐に滞在,帰国に際 しては①儀式関係の書物 C唐

礼♪ Э音楽書および楽器 (■楽書要録`」 等)C:暦 σ大

術層=)3武琴く平射箭守
)など

=持

ち帰り朝撃に献上

している。武審:兵学にもすぐれ,橋諸兄政権のもとて

の軍事改革 (738年の健児廃上:739年の諸国兵士廃止)

は真備の指導たよるものと考えられ,こ のため■0年

(天平12)の藤原広嗣の乱をまねいた。7“年 (天平宝字

8)藤原仲麻呂の反乱 (恵美押勝め乱)に際しても,事

備の軍事指揮により、短期間のうちに辱■を銀圧する
こ

とが出来た,テ孫のために書き残した『私教類衆』に

は,真備の思想がよくあらわれている。最高位は正三

位し

弥 生 文 化 1縄
文来化

年

西
　
　
　
暦

贅
万
年
前

三
Ｃ
Ｏ
・

四
〇
〇
上へ
一一一

五
〇
〇
五
〇

九
二

大
三
〇
四
五
人
五

九
五

七
〇

一人
一
〇

一
七
三
五
四
〇
四
六
三
二

二ハ
六

こ
の
こ
ろ
、
瀬
戸
内
海
に
人
類
が
住
み
つ
く

児
島
の
露
羽
山
遺
跡
が
で
き
る

編
文
式
上
器
の
饉
作
始
ま
る

こ̈
こ“一精鰤石。漁嗜ゎ姓稲跡晰あ〔秘碁が多↑作”れる

こ
の
こ
ろ
、
笠
岡
の
津
曇
員
塚
が
で
き
る

（
一
〇
〇
体
以
上
の
人
骨
が
出
土
）

西
日
本
に
水
稲
裁
培
が
始
ま
る

こ
の
こ
ろ
、
西
日
本
に
青
鋼
器
・
鉄
器
が
広
ま
り
始
め
る

こ
の
こ
ろ
、
小
林
岡
本
谷
で
も
磨
製
石
斧
が
使
用
さ
れ
る

（
こ
の
石
斧
が
出
土
）

こ
の
こ
ろ
、
中
，
自
江
遺
跡
の
生
活
跡
が
形
成
さ
れ
る

（当
時
の
弥
生
式
土
器
・
層
襲
石
器

が
多
数
出
土
〉

こ
の
こ
ろ
、
小
林
僧
部
で
も
磨
製
石
庖
丁
を
稲
刈
に
使
用
す
る
　

´

こ
の
こ
ろ
、
中
、
自
こ
の
手
岡
山
遺
跡
の
墳
墓
群
蔵
ら
れ
る

（墳
墓
の
ほ
か
に
多
数
の
弥
生

式
土
器
も
出
土
〉

大
黎
朝
廷
に
よ
る
百
日
本
の
統
一
が
遠
む

こ
の
こ
ろ
、
工
良
奥
山
の
長
谷
頂
上
に
箱
式
石
積
が
つ
く
ら
れ
る

（
こ
の
中
か
ら
鶴
鏡
が
出

課
競
驚
題
曖
鵡
藩
な
が
天
皇
こ
菫
意
が
あ
っ
た
と
し
て
殺
さ
れ
る

（下
道
氏
が
失
脚
す
る
）

こ
の
こ
ろ
、
毎
戸
の
小
九
山
古
墳

（円
墳
・
豊
穴
式
石
室
）
が
造
ら
れ
る

こ
の
こ
ろ
、
里
山
田
の
橋
本
荒
神
塚

ハ円
墳
・
横
穴
式
石
欄
石
室
）
が
造
ら
れ
る

こ
の
こ
ち
、
南
山
田
の
小
連
大
塚

（上
円
下
方
墳

・
横
穴
式
石
室
）
が
造
ら
れ
る

■
徳
太
子
が
推
古
天
■
の
授
政
と
な
る

こ
の
こ
ろ
、
西
三
成
の
奥
迫
古
墳
群
な
ど
の
古
墳
群
が
で
き
る

こ
唐
使
始
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

離凱颯崎
「始一いにい毒教発計』罐置は報性靭『″賜り政治上復権する

一む】肪″南鰤賊肺̈
刊翔」百罐嶽“義が一ら一る

一
醜
韓
齢
嗽
』
』
の
遺
骨
が
鋼
製
骨
蔵
警
八
銀
壼
）
に
収
め
ら
れ
、
東
三
成
谷
川
内
の
墓
地

に
埋
葬
さ
れ
る

（
こ
の
飼
壷
を
固
勝
寺
が
所
蔵
）

押
嘱
琳
林
一
椰
鯖
』
陽
道
の
駅
家

「小
田
駅
」
が
で
き
る

下
道
真
備

（吉
繊
真
備
）
が
留
学
生
と
し
て
入
唐
す

下
道
真
備
が
書
か
ら
帰
朝
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．

こ
の
こ
ろ
「
４、
日
廃
寺
が
建
立
さ
れ
た

下
道
真
備
に
吉
薦
朝
臣
の
建
が
与
え
ら
れ
る

東
大
寺
大
仏
腑
餞
暴
曇
が
行
わ
れ
る

吉
備
真
備
が
遺
唐
爾
使
と
ｔ
て
唐
に
渡
る

（同
六
年
帰
朝
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

吉
備
真
備
が
右
大
臣
と
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
〓

天  天   天 養     和 大    大
手  平   平 老     銅 宝
神  勝                 化

整  書 丈 菫 七 元  三   元 完    元
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